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資 料

富山市城南公園の野鳥（2008年6月～2009年5月)＊
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富山市の市街地の烏類相を明らかにする目的で、富

山市科学博物館に隣接する城南公園で2007年6月から

烏類調査を開始し、2008年5月までの結果は既に報告

した（桃花烏の会，2009)。今回2008年6月～2009年§

月までの調査結果を報告する。調査は継続中である。

なお、「桃花烏の会」は富山市科学博物館のボランティ

アのlグループである。

調査地と方法

調査地の城南公園の概要は既に述べたが（桃花鳥の

会,2009)、調査期間中の環境の変化はみられない。調

査は、2008年6月から2009年5月にかけ毎月1回、早朝

(夜明け頃）30～50分間、城南公園を会員3～7名がゆっ

くり歩き、出現する烏の種、個体数を直接観察と鳴き

声を参考に記録した。上空を飛ぶ烏もカウントした。

今回は月1回の早朝の観察に加え、渡りのシーズンで

ある4月19日午前中の調査を加えた。平成21年度の桃

花烏の会のメンバーは、大住剛大野博美、押川たか

子、金子玲子、熊木信男、田口松男、二宮美加、満保

清憲、水野洋子（五十音順）で、担当学芸員は南部久

男である。野烏の同定は主に熊木が行い、全体のとり

まとめは、南部が行った。

確認した鳥類

2008年6月から2009年5月の早朝の12回の調査で、上

空を含むと31種（l亜種を1種と数えた）の烏類が、上

空を除くと25種が確認された（表l)。城南公園で確認
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された上空を除く烏類を、松木（2005）の富山県の野

鳥の渡り区分により分けると、留烏17種、夏烏2種

(ツバメ、コメボソムシクイ）、冬烏5種（ジョウビタ

キ、シロハラ、ツグミ、マヒワ、シメ）である（ホオ

ジロハクセキレイは不明)。

早朝城南公園とその周辺で確認された烏（地上や公

園内を飛行中）で、10回以上みられたのは、キジバト、

ヒヨドリ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガラス、ハシ

ブトガラスであり、6～9回みられたのは、ハクセキレ

イ、シジュウカラ、カワラヒワ、オナガであった。2

～5回確認されたのは、カルガモ、キジ、ドバト、セ

グロセキレイ、ツグミ、ウグイス、イカルであった。

1回だけ確認されたのは、ホオジロハクセキレイ、モ

ズ、ジョウビタキ、シロハラ、コメボソムシクイ、マ

ヒワ、シメであった。前回と比較すると、シジュウカ

ラ、ムクドリ、オナガの確認回数が3～5回増えた。前

回の調査で確認できたが、今回確認できなかったのは

夏烏のツツドリとエゾムシクイ、冬烏のアトリの3種

である。今回新たに確認できたのは、ホオジロハクセ

キレイ、留烏のイカル、夏烏のコメボソムシクイ、冬

烏のマヒワ、ジョウビタキであった。なお、上空で確

認された鳥類の内、アマサギが今回の調査で新たに確

認された。

上空で目撃されたハシブトガラス属（ハシブトガラ

ス又はハシボソガラス）は、大部分が北から南へ向か

う個体であった。確認個体数は、6～9月は100羽以下

で、7月～8月に300羽前後に増加し、12月から2月はさ

らに増加し、400羽を越し、3月から減少し、4～5月は

20羽以下となった。

城南公園鳥類目録

本調査で確認した烏類を，日本烏学会（2000）の分

類に準じ記す。（）は前回調査で確認。＊は今回調査

で確認。
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ゴイサギM′c"corax”c"CO,ax（Linnaeus号
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桃花烏の会

表1確認された鳥類

1）松木(2005）による区分。

2）上空のコサギ届の一種は、コサギ，チュサギ，ダイサギ，アマサギ属のアマサギのいずれかと思われる。
3）城南公園と周辺で，目視，鳴き声で確認したもので，上空で確認したものや建物に止まっているものなどを含み，4)に含ま
れる場合もそうでない場合もある。

4）ハシブトガラス又はハシブトガラス。

5）今回の確認回数は4月19日を除く。前回は桃花鳥の会(2009)による。
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富山市城南公園の野鳥（20〔)8年6月～2009年5月：

カモ科．ANATIDAE

カルガモA"“poec"or/iy"cﾙaForster
タカ目FALCONIFORMES

タカ科ACCIPITRIDAE

トビ“ん"s〃'19'α"s（Boddaert）

キジ目GALLIFORMES

キジ科PHASIANIDAE

キジPﾙ“jα"“CO/cﾙjc"sLinnaeus

ハト目COLUMBIFORMES

ハト科COLUMBIDAE

ドバトCO/"脚6αノルjav”.”,"emcaLinnaeus

キジバトS"eprQpe"αorje"”ﾉﾉs（Latham）

ホトトギス目CUCULIFORMES

ホトトギス科CUCULIDAE

（ツツドリC"c"/"s”rz"α〃sBlyth）
スズメ目PASSERIFORMES

ツバメ科HIRUNDINIDAE

ツバメ〃"""cﾉbノWS"caLimaeus

セキレイ科MOTACILLIDAE

ハクセキレイMbrac"/ααﾉ6α/"ge"sLinnaeus

＊ホオジロハクセキレイMbrac"/αα/6α／e"cQpsIs
Linnaeus

セグロセキレイM,rac"/αgrα"的sSharpe
ヒヨドリ科曇PYCNONOTIDAE

ヒヨドリ町IPS"er“α"zα"'℃"s（Temminck）

モズ科LANⅡDAE

モズZ,α"/“6"ceP方α/"sTemminck＆Schlege：
ツグミ科TURDIDAE

＊ジヨウビタキP〃Ce"jc","sα"'℃,麹e"s（Pallas）

シロハラ刀"･diｨSpa/"ぬｨsGmelin

ツグミ"'”s〃α""7α""iTemminck
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ウグイス科SYVIIDAE

ウグイスCa"αc加加"e（Kittlitz）

（エゾムシクイPhy"“cQp"s加γeα/o/火sPortenk）

＊コメボソムシクイPhy"“cop"s6o'℃α/O/昨s

加reα/oj咋s（Blasius）

シジュウカラ科PARIDAE

シジュウカラPα"“〃7q/o『Linnaeus

アトリ科FRINGILLIDAE

（アトリF""gj"α〃,o加折/"gj"αLinnaeus）

カワラヒワC””e"ss/"/Ca（Linnaeus）

＊マヒワG””e/jsw""s（Linnaeus）

＊イカルE“ﾙo"αpe応o"α/a（Temminck＆Schlegel）

シメCoccor〃α"だSCO“or方"αZ"es（Linnaeus）

ハタオリドリ科PLOCEIDAE

スズメP““『〃70"rα""s（Linnaeus）

ムクドリ科STURNIDAE

ムクドリS""""sα"〃α“zｨsTemminck

カラス科CORVIDAE

オナガCVα"”IcaCyα"a（Pallas）

ハシボソガラスCO”"scoro"eLinnaeus

ハシブトガラスCorv"s〃,αc,or/Zy"c方osWagler
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